
＜ 幼虫で越冬する虫たち ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた、冬のみずべ公園。今回は、幼虫で冬越しする虫たちです。
ようちゅう ふゆ ご

秋の観察を覚えていた子がけっこ
かんさつ おぼ

ういて、うれしく思いました。アカ

メヤナギの名札と幹の間に、たくさ
な ふだ みき

んのヨコヅナサシガメ幼虫がか
ようちゅう

たまって越冬していました。グロテ
えっとう

スクな姿ですが、葉を食べてしまう
すがた は

虫たちを退治してくれる、木にとっ
たい じ

てはありがたい昆虫です。これほど
こんちゅう

ではありませんが、さくらやクヌギ

の幹のくぼみにも、小さなかたまり
みき

が見つかりましたね。

みのむしも、オオミノガ、ミノガ、チャミノガなど、いろいろな種類が見つかりました。中には幼虫
ようちゅう

が入っていますが、中にはすでに羽化して空っぽのものもあります。
う か から

空っぽと言えば、イラガのから繭も見つけましたね。羽化した時の穴があ
から まゆ う か あな

いています。からでないものは、中にさなぎ直前の幼虫が入っています。
ようちゅう

幼虫の場合も、寒さや乾燥に耐えられるように、いろいろなくふうが見ら
ようちゅう かんそう た

れましたね。幼虫ってすごい！ 【理科支援員：宮内】
ようちゅう
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名札と幹の間で、ヨコヅナサシガメ
な ふだ みき

幼 虫 が 集 団越冬していた。
ようちゅう しゅうだんえっとう

左から、オオミノガ、ミノガ、チャミノガのみの。右2枚は不明(たぶん、左がオオミノガ、右はミノガ)。
ふ めい

イラガのから繭。
まゆ


